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北海道のおもてなしの言葉

ICOM KYOTO ポストカンファレンスin北海道、伊達・洞爺湖地域パートナーシップ活動
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ウェルカム・レセプション伊達市の藍染め体験
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同時通訳ブース
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だて歴史文化ミュージアム
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室蘭開発建設部では北海道総合開発計画における地域パートナーシップ活動として、伊達市、洞爺湖町等と2016年度に伊達洞爺湖ミュージアム地域振興プラットフォームを設立、世界文化
遺産登録を目指している「縄文文化」を活用した観光地域づくりに取り組んでいます。今回、プラットフォーム活動の一環として、 ICOM京都大会（ 9月1～7日開催）の関連イベント（ポストカン
ファレンス）を、地域・各機関と連携しながら調整を図り、9月8～10日にかけて伊達市・洞爺湖町等において開催しました。
ICOMトップのスアイ・アクソイ会長を含む約40人の海外の関係者及び約20人の国内博物館関係者が参加し、「歴史をまもる、つなぐ地方博物館」をテーマとした国際シンポジウムのほか、縄文

文化・アイヌ文化等の施設を見学し理解を深めるテクニカル・ビジットを実施しました。参加者からは大変好評をいただき、世界遺産登録を目指す縄文文化や地域の良いPRになりました。
※ICOM：国際博物館会議とは、ミュージアムの進歩発展を目的に設立された国際的な非政府機関です。世界138カ国（地域を含む）から約4万4千5百人のミュージアム関係者が参加しています。

国際シンポジウム



インフラわくわくツアー ・・五感で感じよう！「室蘭の歴史・産業とインフラ」が催行されました。

北海道開発局では、より多くの方にインフラに親しんでいただくために、昨年度実施した「インフラ歴史ツアー」の続編として、ツ
アーのテーマに「歴史」はもとより、地域の「産業」、「文化」、「食」といった様々な要素を取り入れた「インフラわくわくツアー」を、民間
の旅行会社に催行の公募をかけ実施しました。
「インフラわくわくツアー」は、北海道開発局の施設に加え、地域の関係機関の施設も旅程に取り入れることで、ストーリー性を持っ

た見学メニューや解説を行い、インフラの整備と地域発展の関係を実感できる内容としています。第1回目は9月20日、第2回目は10
月17日に催行され、ツアー客は秋晴れの中、「鉄のまち・室蘭」を満喫していました。
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インフラツーリズムは､インフラの役割や意義などインフラへの理解を深めていただくため、普段訪れる
ことのできないインフラの内部や、日々変化する工事中の風景など非日常を体験するツアーを地域と連
携して展開することにより、地域に人を呼び込み､地域活性化に寄与することを目指すものです。
令和元年10月7日、室蘭市の新たな観光資源として、海上アクセスによる白鳥大橋の主塔見学を検討

するため、室蘭市青山市長と室蘭開発建設部米津部長による視察を行い、メディアの方々にも多く取り
上げていただきました。
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